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桂 

歌
丸（
落
語
家
）

　
　
若
い
時
に
苦
労
を
し
ろ
。
何
年
か
先
に
振

　
り
替
え
っ
た
時
、
そ
の
苦
労
を
笑
い
話
に
で

　
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
ん
だ
。

　
新
緑
の
美
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
お
寺
の

前
の
柳
の
木
も
緑
の
若
葉
を
茂
ら
せ
、
桜
や
梅
も

そ
の
葉
を
目
い
っ
ぱ
い
伸
ば
し
、
日
光
を
懸
命
に

浴
び
て
い
ま
す
。
全
て
の
い
の
ち
が
生
き
生
き
と

し
た
姿
を
見
せ
る
こ
の
季
節
が
私
は
好
き
で
す
。

　
昨
年
の
七
月
、
い
の
ち
が
生
き
生
き
と
躍
動
す
る

初
夏
、
国
民
的
人
気
番
組
「
笑
点
」
の
名
司
会
者
・

メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
る
落
語
家
・
桂
歌
丸
さ

ん
が
八
十
一
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
、
高

校
時
代
に
歌
丸
さ
ん
の
落
語
を
生
で
見
る
機
会
が
あ

り
、
そ
の
巧
み
な
話
術
に
魅
了
さ
れ
、
笑
点
を
楽
し

み
に
し
、
そ
の
死
を
悼
ん
だ
一
人
で
す
。

　
歌
丸
さ
ん
は
幼
い
時
に
父
親
を
亡
く
し
、
姑
と
折

り
合
い
の
悪
か
っ
た
母
親
が
家
を
出
た
た
め
、
祖
母
・

タ
ネ
さ
ん
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
生
ま
れ
育
っ
た
横

令和元年 6月 2日（日）発行

浜
の
遊
郭
近
く
の
集
会
所
で
開
か
れ
た
落
語
会
で
落

語
を
見
て
魅
了
さ
れ
、
中
学
三
年
生
に
し
て
五
代
目
・

古
今
亭
今
輔
に
弟
子
入
り
。
懸
命
に
稽
古
に
励
み
ま

す
。
そ
の
後
、
下
積
み
を
経
て
真
打
と
な
り
、
そ
の

後
の
活
躍
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
で
す
。
し
か
し
、

平
成
二
十
一
年
か
ら
肺
の
病
気
が
発
症
し
、
入
退
院

を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
そ
の
度
に
高
座
に
復
帰
し
、

亡
く
な
る
三
ヵ
月
前
ま
で
高
座
に
座
り
続
け
ま
し

た
。
最
後
ま
で
落
語
家
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、

人
々
に
笑
い
を
届
け
る
と
い
う
生
き
方
を
貫
き
通
し

た
生
き
方
は
、
多
く
の
人
々
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
歌
丸
さ
ん
が
語
っ
た
冒
頭
の
名
言
に
は
、

仏
教
に
お
け
る
「
縁
」
と
の
向
き
合
い
方
が
か
く
さ

れ
て
い
ま
す
。「
縁
起
」
は
、「
こ
の
世
界
の
全
て
の

現
象
は
様
々
な
条
件
（
縁
）
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
起

き
て
い
る
」
と
い
う
、
仏
教
の
最
も
基
本
と
な
る
教

え
で
す
。
幼
い
頃
の
苦
労
や
、
弟
子
入
り
し
た
後
の

苦
労
（
師
匠
か
ら
破
門
さ
れ
師
匠
替
え
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
こ
と
な
ど
）、
さ
ま
ざ
ま
な
病
と
直
面
し
た

歌
丸
さ
ん
は
、
生
来
の
我
慢
強
さ
と
ユ
ー
モ
ア
で
そ

れ
を
乗
り
越
え
、
た
ゆ
ま
ず
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

（
恐
妻
と
し
て
笑
点
で
も
度
々
登
場
し
た
妻
・
冨
士

子
さ
ん
は
そ
ん
な
歌
丸
さ
ん
を
し
っ
か
り
支
え
て

名
句
・
名
言
に
学
ぶ

◆「
月
例
写
経
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

六
月
二
十
三
日（
日
）、七
月
二
十
八
日（
日
）、

八
月
二
十
五
日（
日
）　
午
後
一
時
〜
三
時

内
容―

ミ
ニ
法
話
〜
写
経
〜
法
座（
茶
話
会
　
参
加
自
由
）

場
所―

中
広
間
　
参
加
費―

五
百
円
　※

椅
子
席
あ
り
。

◆「
暁
天
坐
禅
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

六
月
ニ
日（
日
）・十
五
日（
土
）、七
月
五
日（
日
）・二
十
八
日（
日
）

八
月
十
一
日（
日
）・二
十
五
日（
日
）

午
前
七
時
〜
八
時
半
　※

坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
午
前
六
時
半
集
合

内
容―

禅
語
紹
介
〜
坐
禅
〜
法
座（
茶
話
会
　
参
加
自
由
）

場
所―

本
堂
　
参
加
費―

無
料
　
備
考―

椅
子
坐
禅
可
能

服
装―

動
き
や
す
い
服
装
で
。（
ス
カ
ー
ト・ジ
ー
ン
ズ
不
可
）

（
令
和
元
年
六
月
〜
八
月
）

■
六
月
二
十
日（
木
）

「
特
派
布
教・伝
道
車
巡
回 

法
話
を
聞
く
会
」午
前
十
時
〜

■
八
月
十
三
日（
火
）

「
迎
え
火
萬
灯
会
」午
後
六
時
半
〜
午
後
八
時
半
　

■
八
月
十
六
日（
金
）

「
盂
蘭
盆
会 

施
食
会
法
要
」（
本
堂
）午
前
十
一
時
〜

※

同
日
午
後
二
時
よ
り
、永
代
供
養
墓
苑
合
同
供
養
祭
を
行
い
ま
す
。

「
送
り
火
萬
灯
会
」午
後
六
時
半
〜
午
後
八
時
半

（
令
和
元
年
六
月
〜
八
月
）

　
六
月
二
十
日
（
木
）
の
「
特
派
布
教
・
伝
道
車
巡
回 

法
話
を
聞
く
会
」、

ハ
月
一
日（
木
）〜
ニ
日（
金
）の「
下
北
こ
ど
も
寺
キ
ャ
ン
プ
」と
い
う
、

下
北
地
区
内
回
り
持
ち
の
行
事
が
二
つ
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
是
非
こ
の

め
っ
た
に
な
い
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
副
住
職
）

令
和
元
年
八
月
中
旬
に
発
行
予
定
で
す
。

◆「
写
仏
喫
茶
」※

六
月
〜
八
月
は
休
止
し
ま
す
。
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こ
ら
れ
ま
し
た
）「
何
と
い
う
悪
縁
な
ん
だ
」

と
途
方
に
暮
れ
た
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
甲
斐
あ
っ

て
、
落
語
家
と
し
て
の
高
み
に
の
ぼ
っ
た
時
、

「
あ
の
時
の
苦
労
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
の

自
分
が
あ
る
ん
だ
」
と
思
い
、「
笑
い
話
」
と

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。
当

時
は
「
悪
縁
」
と
も
と
ら
え
ら
れ
た
困
難
な

出
来
事
や
強
い
ら
れ
た
努
力
が
、
結
果
と
し

て
「
良
縁
」
に
転
化
し
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ

た
名
言
で
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
私
た
ち

も
、
こ
の
名
言
に
学
び
、
努
力
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
を
悪
縁
と
思
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が

目
指
す
べ
き
高
み
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
よ

う
と
志
す
、
初
夏
に
し
た
い
も
の
で
す
。

※

余
談
で
す
が
、
歌
丸
さ
ん
は
、
落
語
芸
術

協
会
の
会
長
と
し
て
、公
益
社
団
法
人
　
シ
ャ

ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
と
協
　
働
し
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
学
校
建
設
に
尽
力
　
さ
れ
ま

し
た
。
あ
ら
た
め
て
生
前
の
功
績
　
に
敬
意

を
表
し
た
い
も
の
で
す
。　
　
　
　（
副
住
職
）

　　
　

　
　

　
　

会
議
・
会
食
用
机
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
護
持
会
費
よ
り
、
会
議
・
会
食
用
机
を
八
脚
購
入

い
た
し
ま
し
た
。
葬
儀
後
の
会
食
の
際
は
約
二
十
二

名
程
度
着
席
可
能
で
す
。
ど
う
ぞ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
迎
え
火
・
送
り
火
萬
灯
会
へ
の
献
灯
に
つ
い
て
〉

○
献
灯
料
：
紙
製
カ
ッ
プ
ロ
ー
ソ
ク
・
五
百
円
（
迎
え
火
用
・

送
り
火
用
そ
れ
ぞ
れ
）

○
頒
布
：
八
月
三
日
（
土
）
よ
り
当
寺
事
務
所
に
て
。

○
備
考
：
迎
え
火
・
送
り
火
両
日
と
も
、
午
後
六
時
ま
で

に
当
寺
山
門
付
近
の
受
付
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

カ
ッ
プ
ロ
ー
ソ
ク
に
は
、
亡
き
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、

「
○
○
家
先
祖
代
々
供
養
」「（
戒
名
）
霊
位
供
養
」
等
と
お

書
き
く
だ
さ
い
。

※

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
の
献
灯
は
、

ご
自
宅
か
ら
ホ
ル
ダ
ー
を
ご
持
参
い
た
だ
き
、
献
灯
用
キ
ャ

ン
ド
ル
（
二
百
円
）
を
ご
購
入
く
だ
さ
っ
た
方
の
み
の
献

灯
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
案
内

お
知
ら
せ

　
護
持
会
費
（
維
持
費
）
を
最
寄
り
の
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
か
ら
入
金
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
希
望

の
方
は
、
当
寺
ま
で
、
お
名
前
・
ご
住
所
・
電
話
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。


